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次期学習指導要領の３本柱 複雑化・困難化する課題

Excellence（卓越性）
主体的・対話的で

深い学びの実装

Equity（包摂性）
誰一人取り残さない

多様性の包摂

Feasibility（実現可能性）
 学習内容の構造化や
授業時数の適正化による

「余白」を生み出すこと

不登校児童生徒数の急増

特別な支援を
必要とする子の増加

いじめや暴力行為の増加

子供たち一人一人に伴走し、その学びを最大化するために
授業の在り方を「子供のつまずきをその場で捉え、即座に次の手立てを講じる『指導と評価の一体化』」へと転換



「羅針盤」

場

日々の授業のプロセス
その場で捉える

ペーパーテストへの依存から
「今、この瞬間の子供の姿」
から授業を柔軟に創り変える



全体を大きく見渡す「マクロな視点」 個人の姿をじっくり見る「ミクロな視点」

・情報源：全国学力・学習状況調査

・見る視点：全体傾向の把握

「思考・判断・表現」に関する問題に課題、

全教科共通して「情報を取捨選択する力」

や「論理的根拠に基づいた表現力」の不足

・情報源：日々の言動、1人１台端末の活用

・見る視点：プロセスの中にある小さい変化、

「自分で問いを立てて動き出したか」「他者と

の話し合いを通じて自分の考えをどう深めた

か」といった「一瞬のきらめき」を見取る

主観や経験だけに頼ることへの脱却 目の前の子供の小さなサインを捉える



評価は成績処理
のためだけでなく、
日々の授業設計
を常に振り返るた
めの「羅針盤」





先生方の一番近くいる「実践
のパートナー」として、みんな
で負担を減らし、ゆとりをもっ
て授業づくりを進める仕組み
を作る。

実行プランをお助けツールへ

スマートな授業研究（ＩＣＴ最大活用）

サークル型メンター制（相談の輪）
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実践しやすいものになって

日々の授業で困ったときに

ンへと軌道修正する。
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